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前年比 前年実績比 前年比
大型 131,072 ㎥ 81.3% 160,000 ㎥ 95.3% 引合 430,780 ㎥ 104.9%
小型 21,503 ㎥ 104.0% 20,000 ㎥ 86.4% 成約 351,895 ㎥ 103.0%
計 152,575 ㎥ 83.9% 180,000 ㎥ 94.2% 契残 4,015,776 ㎥ 116.7%

（出荷数量） （引合、成約、契残）
２月（実績）３月（想定）２月（実績）

2025年度（4～2月）出荷実績と今後の展望

高村 尚
 当協組の 2025 年度 4～2 月の出荷実
績は、前年比 84.6％、年初計画比 80.3％
の 1,980 千㎥と前年実績及び年初計画
数量を大幅に下回りました。これは、働
き方改革による現場での生コンクリー
ト打設時間、並びに週休二日制による
打設日数の減少、さらに異常気象によ
る大雨・猛暑の影響が起因していると
考えられます。また、都心部での再開発
工事や新規工事で工程通り進捗してい
ないことも要因といえます。3 月度の月
初想定も 180 千㎥にとどまり前年比
94.2％と前年出荷を大幅に下回る見込
みです。これらを踏まえて 2025 年度の
出荷数量は、前年実績に対し大幅減の、
2,150 千㎥程度（過去最低出荷数量）と
想定しています。 

２月末の契約残数量は、4,016 千㎥で

前年比 116.7％と高水準にありますが、
従前より工期が延びていることから
日々の大幅な出荷増には結び付かない
と想定されます。 

2026 年度の需要想定は、2,500 千㎥
を見込んでいますが、稼働日の減少と
工期延⾧により、大幅な出荷数量増は
見込めません。さらに、契約物件の中に、
特殊コンクリート（軽量・環境配慮型・
高強度など）の出荷が 4 月下旬から多
く予定されています。出荷可能工場が
湾岸域工場中心となっています。さら
に、大臣認定や材料指定など制約が多
くなっており、予定が入りにくくなる
ことが想定されます。現場様・登録販売
店様には、安定供給のため正確な打設
予定とキャンセル減少をお願いいたし
ます。 

 
 
 
 
4 回目の「コラム」への登板(当

番)となります。書く題材に迷っ
た結果、自宅のすぐ近くを流れる 
「神田川」に纏わる事柄をご紹介
することとしました。 
 神田川と言えば、ご年配の方の
中にはフォークソング全盛期の
「かぐや姫」の楽曲のタイトルや 
曲中の「横丁の風呂屋」の歌詞の
フレーズを思い浮かべる方も居
られるかと思いますが、この川の
名前の由来は、江戸幕府創設初期
の治水事業に基づくもので、「井
の頭公園」の「井の頭池」や「善
福寺公園」の「善福寺池」などの
水を集めて「神田上水」を整備し
たことが起源となっているそう
です。 
 神田川は三鷹市の井の頭公園
にある井の頭池に流れ込む湧水
が源流(現在は活水減少の為、地
下水をポンプで汲み上げている
そうですが)となっており、両国
橋脇の柳橋で「隅田川」に合流す
るまでの間に川の流路となるの
は、三鷹市、杉並区、中野区、新
宿区、豊島区、文京区、千代田区、
中央区、台東区の 1 市 8 区の全⾧
約 25km で、途中の中野富士見町
駅(丸ノ内線)付近で善福寺池を
源流とする「善福寺川」を併合し
ています。因みに「井の頭」はこ
この湧水池が神田上水の水源で
あることから徳川家光公によっ
て「井之頭」と名付けられ、神田
川の流路の一部に位置する「お茶
の水」の地名はこの池の湧水を徳
川家康公が関東随一の名水と褒
め称えてお茶をいれたという伝
説が名前の由来となっているそ
うです。 

 この神田川と善福寺川はいず
れも杉並区・中野区内の流路の川
幅が比較的に狭く湾曲しており、
個人住宅密集地の低地に立地し
ていることから、以前は集中豪雨
の際には川の水位が短時間で急
激に上昇して氾濫し、付近の地域
住宅への浸水被害が発生するこ
とが有ったそうですが、過去にお
いて各々の川の杉並区内の環状 7
号線と交差する付近に地下調節
池が施設されており、私が 26 年
前の 2000 年に現在の自宅(丸ノ
内線の中野新橋駅付近)に転居し
てからは、自宅付近で神田川が氾
濫したことは有りません。 
 神田川は源流となる井の頭池
までの間の流路に沿って側道(遊
歩道)が設置されており、現在の
自宅に転居して来た当初は休日
には時々、当時小学生であった子
供 2 人を連れて自宅から自転車
で川伝いに井の頭公園まで片道
12～13km のサイクリングを兼ね
て遊びに行っておりました。井の
頭公園は人出の多い知名度の高
い公園なので具体的な内容紹介
は割愛しますが、神田川の支流と
なる杉並区内の善福寺川の流域
沿いには休日には家族連れの多
い「和田堀公園(敷地が広大です)
や「大宮八幡宮(平安時代に創建
されたそうです)」といった緑の
多い名所も立地しております。 
 ローカルな話題に終始した散
文になりましたので、この辺で本
拙文を閉めさせて頂きますが、引
き続き東京協組の様々な課題へ
の取り組みにお役に立てるよう
尽力して参りますので、よろしく
ご指導賜りますようお願い申し
上げます。 
(東京地区生コンクリート 

協同組合 専務理事) 

月 2024年度実績 2025年度実績 前年比 年初計画

4 239,506 201,479 84.1 210,000

5 215,886 188,160 87.2 210,000

6 220,506 187,737 85.1 235,000

7 236,490 198,601 84.0 235,000

8 186,723 146,222 78.3 210,000

9 215,817 179,300 83.1 235,000

上期計 1,314,928 1,101,498 83.8 1,335,000

10 227,546 195,242 85.8 235,000

11 220,449 181,352 82.3 235,000

12 213,177 187,479 87.9 235,000

1 182,413 161,532 88.6 200,000

2 181,797 152,575 83.9 225,000

3 191,008 180,000 94.2 235,000

下期計 1,216,390 1,058,181 87.0 1,365,000

合計 2,531,318 2,159,679 85.3 2,700,000
※2026年3月度は月初想定数量

※2026年3月度

は月初想定数量
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東京生協ニュ－ス：

わが社のじまん話
コンクリート主任技士・技士試験 合格者

2025年度試験の合格者が発表され、
当協組組合員では新たにコンクリート
主任技士4名、コンクリート技士17名
が誕生しました！

合格者の皆さま、おめでとうござい
ます

当協組

申込者数 受検者数 合格者数 合格率 合格者数

2025 1,288 941 153 16.3 % 4

2024 1,343 993 184 18.5 % 6

2023 1,347 969 163 16.8 % 3

2025 3,711 3,015 1,007 33.4 % 17

2024 3,441 2,816 904 32.1 % 12

2023 3,483 2,905 1,033 35.6 % 5

年度

東　京　都

当社は今年、創立 63 年を迎え
ます。現在はグループ全体で 16
工場を有し、製造委託を含む直営
拠点では、東京都、埼玉県、千葉
県、神奈川県の 1 都 3 県に 9 工
場を展開しております。創業以来、
日本経済は高度経済成⾧、オイル
シヨック、バブル崩壊、リーマン
ショック、そして近年のコロナ禍
や世界情勢の激変など、幾多の荒
波に揉まれてきました。しかし当
社は、その激動の中にあっても果
敢に挑戦を続け、事業の安定・拡
大を進めてきました。 

 
今回「わが社の自慢話」のテー

マを頂きましたが、第一に挙げら
れるのは、1980 年(昭和 55 年)に
生コンクリート会社としては初
となる「中央技術研究所」を開設
したことです。テーマは、生コン
クリートの基礎研究及び既存技
術力の向上と将来の事業創出へ
の挑戦を掲げ、現在は組織名を
「技術センター」と改称し、その
目的を継承し取り組んでいます。
ゼネコンや大学との共同研究、ま
た研究論文の社外発表も多くを
数え、生コン業界のみならず建設
ほか関係業界から、当社の技術力
の評価を頂くなかで研究成果を

発表することができたと自負し
ているところです。また現在は、
NEDO(新エネルギ―・産業技術
総合開発機構)のグリーンイノベ
ーション事業の一環として、カー
ボンリサイクル施設の実証研究
に取り組み、将来のカーボンニュ
ートラル達成に向け推進してい
ます。 

第二の自慢は、有資格者数がコ
ンクリート技士 113 名、コンク
リート主任技士 73 名、コンクリ
ート診断士 20 名(関連会社含む)
と極めて高い技術系有資格者率
を誇ります。新入社員においては、
実務経験期間の取得後、積極的に
受験に挑戦し、自らが「やればで
きる」を実践し資格取得を達成し
ています。多くの向学心旺盛な従
業員もまた自慢の一つです。 

そして第三に、全従業員の強固
な団結力です。日々の業務におけ
る迅速な連携はもちろんのこと、
2 年に 1 度の運動会や 5 年に一度
の社員旅行も従業員の自主的な
企画運営により一体感を醸成す
る大切な場となっています。従業
員同士が支え合う「絆マインド」
もまた、当社が誇るべき文化の一
つです。 

【写真】

第19回
大運動会

（令和7年
10月18日
開催）


